
   平成３１年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 国語総合・現代文  4（2）単位 対象学年・組 １学年全クラス 

教  科  書 第一学習社 標準国語総合  教科担任 狩俣有香 伊南清香 

 

１ 目   標 

    現代文の様々な教材の読解・鑑賞を通じて、人間や社会に対する認識を深めるとともに、思考力と表

現力を高める。 

 

２ 学習の到達目標 

    中学校での学習内容をふまえ、漢字を含めた基礎的な国語に関する知識を定着させる。また、現代の

文章を鑑賞し、理解する力を養わせる。 

 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

「放課後の巣」森絵都

「世界は謎に満ちてい

る」手塚治虫 

「I was  born」吉野弘 

「水の東西」山崎正和 

漢字・慣用表現 

 

２８ 
小説の読解・鑑賞 

韻文の鑑賞 

国語を学ぶ上での注意点の説明オリエ

ンテーション 

漢字・慣用表現の確認 

小説・韻文の鑑賞 

文学的な文章の読解 

二

学

期 

 

「人はなぜ仕事をする

のか」内田樹 

「羅生門」芥川龍之介 

「夢十夜」夏目漱石 

「鏡」村上春樹 

２７ 

評論の読解・鑑賞 

小説の読解・鑑賞 

 

筆者のものの見方や考え方 

作品の背景や心理状況の展開 

論理的思考の習得 

様々な文化や社会への関心や考察 

三

学

期 

 

「卒業ホームラン」重

松清 

「清水へ」短歌 

「とんかつ」三浦哲郎 

５ 
小説の読解・鑑賞 

短歌の鑑賞 

作品の背景や心理状況の展開 

作者の心情や情景描写の理解 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

・毎時間、教科書・漢字テキストを必ず持ってくること。 

・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

問すること。 

確認テスト、提出物、漢字テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 



    平成３１年度 年間授業計画  都立蒲田高等学校 

教科・科目 国語総合 古典（１学年） 4（2）単位 対象学年・組    １学年全クラス  

教  科  書 第一学習社 標準国語総合 教科担任 狩俣 有香  伊南 清香   
 

１．目 標       

       古典作品の読解・鑑賞を通じて、ものの見方・感じ方・考え方を広げ、思考力と表現力を高める。 

２．学習の到達目標 

       中学での学習内容をふまえ、内容を着実に把握するための音読や文法学習を効果的に行なう。 

 また、古典の文章に親しみ、生徒自身による主体的な鑑賞ができるようにする。 

３．学習内容と学習上の留意点 

学期 月    単 元 配当時間    学 習 内 容       学習上の留意点 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 

「古文を読むために」 
「宇治拾遺物語 児
のそら寝」 
 

 
１３ 
 
 

 
古文読解の基礎 
説話の読解 
 

 
古典を学ぶ上での注意点 
授業オリエンテーション 
説話の面白さを理解する 

 
後
半 
 

 
「竹取物語」 

 
１３ 
 
 

 
物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
古文の表現を味わう 
文学史上の物語について 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 
「伊勢物語 東下り」 

 
１４ 
 

 
歌物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 
和歌の理解 

 
登場人物の心情を理解する 
和歌の技法について 

 
後
半 
 

 
「訓読に親しむ」 
故事成語 

 
１５ 
 

 
漢文の基礎について 

 
漢文の仕組みを理解する 
故事成語の成り立ち 

 
３ 
学 
期 

 
 
 
 

「絵仏師良秀」 
「論語」 

 
５ 
 
 

 
漢文読解の基礎 
漢文の読解・鑑賞 

 
漢文の音読 
内容の的確な把握 

 
４．学習方法と生徒への注意 

  ・毎時間、教科書・ノート・便覧を必ず持ってくること。 

 ・板書したことは正確にノートに書写すること。 

  ・予習として、本文をノートに書き写し、古文単語の意味調べをすること。 

 ・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

 問すること。 

※ 授業の方法と生徒が学習する上での注意事項を箇条書きで。 

５．評価の観点・方法 

  

  確認テスト、提出物、小テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 

 

                                                    ※ 生徒がわかるように具体的に。 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

 

 

 

 



   平成３１年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 現代文Ｂ   単位 対象学年・組  ２学年全クラス 

教  科  書 
第一学習社 標準現代文

Ｂ 
 教科担任 石井慧、和田薫平 

１ 目   標 

 現代文の様々な教材の読解・鑑賞を通じて、人間や社会に対する認識を深めるとともに、思考力と表現力を

高める。 

 

２ 学習の到達目標 

 １学年での学習内容をふまえ、漢字を含めた基礎的な国語に関する知識を定着させる。また、自分自身で考

えた意見・感想を作文のルールを守って表現する能力を身に付けさせる。 

 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

大脇三千代「わたしは

あなただったかもしれ

ない」 

 

俵万智「情けは人の…

…」 

 

２８ 評論、随筆の読解・鑑賞 

２学年で国語を学ぶ上での注意点の説

明オリエンテーション 

漢字学習の確認 

論理的思考の習得 

様々な文化や社会への関心や考察 

二

学

期 

榎本博明「鏡としての

他者」 

 

宮沢賢治「永訣の朝」 

 

 

２７ 詩、評論の読解・鑑賞 

筆者のものの見方や考え方 

作品の背景や心理状況の展開 

論理的思考の習得 

様々な文化や社会への関心や考察 

三

学

期 

 

 

芥川龍之介「鼻」 

 

 

 

１８ 小説の読解・鑑賞 

表現技法の習得 

小説の鑑賞 

文学的な文章の読解 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

 

・毎時間、教科書・漢字テキストを必ず持ってくること。 

・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

問すること。 

確認テスト、提出物、漢字テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 



    平成３１年度 年間授業計画  都立蒲田高等学校 

教科・科目 古典Ａ 
             必修・選択 

２  単位 対象学年・組  ２学年全クラス 

教  科  書 第一学習社 標準古典Ａ 教科担任 和田薫平、黒野なつ美、石井慧 
 

１．目 標       

       古典作品の読解・鑑賞を通じて、ものの見方・感じ方・考え方を広げ、思考力と表現力を高める。 

 

２．学習の到達目標 

       １学年での学習内容をふまえ、内容を着実に把握するための音読や文法学習を効果的に行なう。 

 また、古典の文章に親しみ、生徒自身による主体的な鑑賞ができるようにする。 

 

３．学習内容と学習上の留意点 

学期 月    単 元 配当時間    学 習 内 容       学習上の留意点 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 

「古今著聞集」 
 

 
１３ 
 
 

 
古文読解の基礎 
和歌の読解 
 

 
２学年で古典を学ぶ上での注意点
の説明オリエンテーション 

 
後
半 
 

 
「竹取物語」 

 
１３ 
 
 

 
物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
過去・完了の助動詞 
敬語の役割の理解 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 
「大和物語」 

 
１４ 
 

 
物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
過去・完了の助動詞 
敬語の役割の理解 

 
後
半 
 

 
漢文訓読の復習 
「推敲」「絶句」 

 
１５ 
 

 
漢文読解の基礎 
漢文の読解・鑑賞 

 
漢文の音読 
内容の的確な把握 
 

 
３ 
学 
期 

 
 
 
 

 
「源氏物語」 

 
１８ 
 
 

 
物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
古文の音読 
人物像の把握 

 
４．学習方法と生徒への注意 

  ・毎時間、教科書・ノート・便覧を必ず持ってくること。 

 ・板書したことは正確にノートに書写すること。 

  ・予習として、本文をノートに書き写し、古文単語の意味調べをすること。 

 ・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

 問すること。 

※ 授業の方法と生徒が学習する上での注意事項を箇条書きで。 

５．評価の観点・方法 

  確認テスト、提出物、小テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 

                                                    ※ 生徒がわかるように具体的に。 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

○  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

 

 

 

 



   平成３１年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 現代文Ｂ   単位 対象学年・組 ３学年全クラス 

教  科  書 
第一学習社 標準現代文

Ｂ 
 教科担任 黒野なつ美 福山貴樹 

１ 目   標 

    現代文の様々な教材の読解・鑑賞を通じて、人間や社会に対する認識を深めるとともに、思考力と表

現力を高める。 

 

２ 学習の到達目標 

    ２学年での学習内容をふまえ、漢字を含めた基礎的な国語に関する知識を定着させる。また、現代の

文章を鑑賞し、理解する力を養わせる。 

 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

「卒業」魚住直子 

「折々のうた」大岡信 

漢字・慣用表現 

 

２８ 
小説の読解・鑑賞 

韻文の鑑賞 

３学年で国語を学ぶ上での注意点の説

明オリエンテーション 

漢字・慣用表現の確認 

小説・韻文の鑑賞 

文学的な文章の読解 

二

学

期 

 

「デューク」江國香織 

「経験の教えについ

て」森本哲郎 

漢字・慣用表現 

 

２７ 
小説の読解・鑑賞 

評論の読解・鑑賞 

筆者のものの見方や考え方 

作品の背景や心理状況の展開 

論理的思考の習得 

様々な文化や社会への関心や考察 

三

学

期 

 

 

現代文B まとめ 

 

 

 

５ １・２学期の学習内容の確認 
今まで学習した内容を復習し、定着させ

る。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

 

 

 

・毎時間、教科書・漢字テキストを必ず持ってくること。 

・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

問すること。 

確認テスト、提出物、漢字テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 



    平成３１年度 年間授業計画  都立蒲田高等学校 

教科・科目  国語表現 ３年必修選択 ２単位 対象学年・組  ３学年１～６組 選択者 

教  科  書 国語表現改訂版（大修館）         教科担任 伊南清香 黒野なつ美 狩俣有香 福山貴樹 

 

１．目 標                                              

  様々な表現方法の学習を通じて、人間のコミュニケーション技術に対する認識を深めるとともに、思  

考能力・表現能力を高める。入試に役立つ小論文を書く   

２．学習の到達目標       

  ２学年での国語表現の学習内容をふまえ、「話す、書く」という国語表現に関する力を更に伸ばす。  

 自分自身で考えた意見・感想を適切な言葉で表現する能力を身につけさせ。卒業後も使える知識を伝える。 

 

３．学習内容と学習上の留意点 

学期 月    単 元 配当時間    学 習 内 容       学習上の留意点 
１ 

学 

期 

前

半 
書いて伝える 

 

１０ 接続表現・指示表現を学ぶ。 

文章を推敲し、読みやすくする。   
接続表現・指示表現を正しく使用し

論理的な文章を書けるように心が

ける。 

後

半 
自己PRと面接 １６ 志望理由書・自己ＰＲ文・面接

応対について学ぶ。 

入試を意識するように心がける。 

２ 

学 

期 

 

 

  

前

半 
小論文・レポート入門 １２ テーマ型小論文・課題型小論文

について学ぶ。 
将来の進路を意識して書くように

心がける。 

後

半 
会話・議論・発表 １６ 小論文で培った表現力を活か

し、聞き手に対して説得力のあ

る語り方を学ぶ。 

伝える力だけでなく、聞く態度も養

う。 

３ 

学 

期 

 表現を楽しむ ５ さまざまな表現技術を学ぶ。 卒業後に役立つ知識を得る。 

 

 ４．学習方法と生徒への注意 

・毎時間、教科書・配布されたプリントは必ず持ってくること。 

・指示された課題は必ず毎時間こなし、提出すること。 

・読書や新聞を読むことを通し、活字に親しむよう努力すること。 

 

 ５．評価の観点・方法 

  提出物、課題作成状況、小テスト、授業への参加姿勢・態度、出席状況を総合的にみて評価する。 
  

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 



    平成３１年度 年間授業計画  都立蒲田高等学校 

教科・科目 古典Ａ（３学年必選） ２単位 対象学年・組  ３学年全クラス 選択者 

教  科  書 第一学習社 標準古典Ａ 教科担任 福山貴樹 
 

１．目 標       

       古典作品の読解・鑑賞を通じて、ものの見方・感じ方・考え方を広げ、思考力と表現力を高める。 

２．学習の到達目標 

       ２学年での学習内容をふまえ、内容を着実に把握するための音読や文法学習を効果的に行なう。 

 また、古典の文章に親しみ、生徒自身による主体的な鑑賞ができるようにする。 

３．学習内容と学習上の留意点 

学期 月    単 元 配当時間    学 習 内 容       学習上の留意点 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 

「徒然草」 
 

 
１３ 
 
 

 
古文読解の基礎 
随筆文の読解 
 

 
３学年で古典を学ぶ上での注意点 
授業オリエンテーション 

 
後
半 
 

 
「枕草子」 

 
１３ 
 
 

 
随筆の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
過去・完了の助動詞 
 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

 
前
半 
 

 
「大鏡」 

 
１４ 
 

 
物語の読解・鑑賞 
作品の背景と文学史 

 
敬語の役割の理解 

 
後
半 
 

 
「更級日記」 

 
１５ 
 

 
日記文学の読解・鑑賞 

 
古文の音読 
人物像の把握 

 
３ 
学 
期 

 
 
 
 

 
故事「助長」 
「画竜点睛」 

 
５ 
 
 

 
漢文読解の基礎 
漢文の読解・鑑賞 

 
漢文の音読 
内容の的確な把握 

 
４．学習方法と生徒への注意 

  ・毎時間、教科書・ノート・便覧を必ず持ってくること。 

 ・板書したことは正確にノートに書写すること。 

  ・予習として、本文をノートに書き写し、古文単語の意味調べをすること。 

 ・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

 問すること。 

※ 授業の方法と生徒が学習する上での注意事項を箇条書きで。 

５．評価の観点・方法 

  

  確認テスト、提出物、小テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 

 

                                                    ※ 生徒がわかるように具体的に。 

６ カリキュラムマップ 
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する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

 

 

 

 

 

 



   平成３１年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 国語総合（３学年自由選択）   ２単位 対象学年・組  ３学年選択者 

教  科  書 新編国語総合（東京書籍）  教科担任 福山貴樹 

１ 目   標 

 国語の学習を通じて、人間や社会に対する認識を深めるとともに、思考力・表現力を高める。 

 

２ 学習の到達目標 

 １・２学年での学習内容をふまえ、基礎的な国語に関する知識を定着させる。また、自分自身の意見・感想

を適切な言語で表現する能力を身に付けさせる。 

 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

問題演習 ２８ 

漢字（読み・書き・類義語・

対義語） 

慣用表現 

文学史 

３学年で国語を学ぶ上での注意点の説

明オリエンテーション 

漢字学習の確認 

 

二

学

期 

 

問題演習 

 

２７ 

漢字（読み・書き・類義語・

対義語） 

慣用表現 

文学史 

漢字学習の確認 

慣用表現の確認 

三

学

期 

 

問題演習 

 

 

５ 感想文・発表・まとめ 
表現技法の習得 

意見 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○   ○  ○ ○  

 

 

・毎時間、教科書・漢字テキストを必ず持ってくること。 

・復習として、ノートを見直して自分で内容を確認し、理解できていないことを必ず次回の授業で質 

問すること。 

提出物、漢字テスト、授業態度、出席状況を総合的に見て評価する。 


